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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、パタチン様ホスホリパーゼドメイン含有タンパク質ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、膜リン脂質からの脂肪酸の分解を触媒するホスホリパーゼです。この遺伝子の産物はカルシウム非依存性ホスホリパーゼです。この遺伝子の変異は、乳酸アシドーシスを伴うミトコンドリアミオパチーと関連付けられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2015年5月],触媒活性：2-リゾホスファチジルコリン + H(2)O = グリセロホスホコリン + カルボン酸塩。,酵素調節：E-6-ブロモメチレン-3-1-ナフタレニル-2H-テトラヒドロピラン-2-オン（BEL）によって阻害される。,機能：カルシウム非依存性ホスホリパーゼA2。グリセロリン脂質のsn-2位、PtdSer、および程度は低いがPtdChoの加水分解を触媒する。膜リン脂質を切断する。,類似性：1つのパタチンドメインを含む。,組織特異性：心臓、骨格筋、胎盤、脳、肝臓、膵臓などの実質組織で発現。気管支上皮細胞および腎臓でも発現する。最も高い発現は骨格筋と心臓で観察されます。
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	PNPLA8抗体を用いたHUVEC、HeLa細胞、A549細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000希釈のiPLA2γポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

